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アマゾン川流域における環境に影響を与える薬物と犯罪の結びつき、 

そして収斂する犯罪 

 

主な知見 

> 違法な薬物取引は、違法な土地占拠、違法伐採、違法採掘、野生生物の不正取引、環境に

影響を与えるその他の犯罪など、アマゾン川流域の他の犯罪経済を悪化させ、増幅させて

いる。  

> コカ栽培が森林伐採に及ぼす直接的な影響は小さく、アマゾン盆地で観察された森林伐

採は主に他の要因によって引き起こされているが、コカ栽培は間接的に森林伐採の触媒

として機能する可能性がある。薬物不正取引の利益を土地投機、農業部門、牛の放牧、関

連インフラに洗浄する「薬物森林伐採」は、世界最大の熱帯雨林にますます大きな危険を

もたらしている。  

> 保護（みかじめ・用心棒）や恐喝、マネーロンダリング、汚職などの犯罪が収斂し、アマ

ゾン盆地の三国境地域は暴力的なホットスポットと化しており、多様な組織犯罪グルー

プが同時にコカインの生産と不正取引、天然資源の搾取に関与している。  

> 先住民族やその他のマイノリティは、強制移住、水銀中毒、その他の健康関連の影響、暴

力や被害への曝露の増加など、アマゾン川流域の犯罪連携によって不均衡な影響を受け

ている。 
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はじめに 

アマゾン盆地のかなりの部分は、薬物犯罪、環境に影響を与える犯罪、収斂する犯罪が影

を落とす複雑な生態系に悩まされている 1。 この章では、自然と人間の生態系を最も危険

に曝している薬物関連活動の多様な影響を含め、この連鎖に光を当てる。南米の 8 つの国

と地域にまたがるアマゾン盆地は、700 万平方キロメートルを超える世界最大の熱帯雨林で

ある。アマゾン盆地の熱帯雨林の最大のシェアを占めるブラジル(59%)、ペルー(13%)、ボ

リビア (8%)、コロンビア(7%)は、森林と生物多様性の損失というリスクに特に曝されてい

る地域である。  

エクアドル、ガイアナ、スリナム、ベネズエラ(ボリバル共和国)、フランス領ギアナもア

マゾン川流域の一部であり、薬物や関連する犯罪問題の影響を受けているが、本章では、コ

カの葉とコカイン製造の世界的な違法栽培のほぼすべてを受け入れている、あるいはコカ

インの不正取引が多い国であるボリビア、ブラジル、コロンビア、ペルーを含むアマゾン地

域に焦点を当てる 5,6,7。また、これら 4 カ国は、UNODC が他国より強力な調査能力を有し

ており、既存のプログラムを基盤として構築することができる国でもある。  

この章は、違法薬物の栽培と生産が自然の生態系やコミュニティに及ぼす可能性のある環

境への影響を概観した World Drug Report 2022 年版 8 に基づくものである。ここでは環境

悪化を引き起こす他の人間活動と比較し、それらの影響の大きさを視野に入れている。特定

の地域に焦点を当てることにより、一方では薬物生産、不正取引、消費、他方では環境に影

響を与える犯罪と収斂犯罪の間の多層的な関係に包括的に焦点を当てる 9。 

アマゾン川流域における薬物関連犯罪、環境に影響を与える犯罪、収斂する犯罪の関係は

複雑で進化している。そのため分析・評価は部分的であり、網羅的ではない。この章では、

公式データ、主要国への現地視察、オープンソース、および法執行機関、司法機関、環境保

護機関、政府間組織、市民社会の専門家への 25 のインタビューを通じて収集された定性的

情報に基づいて、基本的な傾向とパターンの予備分析を提供する。   

この章では、ボリビア、ブラジル、コロンビア、ペルーのアマゾン地域が、環境破壊を加

速させている複数の形態の組織犯罪の交差点にあり、これらの犯罪組織がいかに地域全体

の人々の安全、健康、生活、福祉に深刻な影響を及ぼしているかについて述べる。ブラジル、

コロンビア、ペルーの３国国境に焦点をあてることによって、薬物不正取引と環境に影響を

与える犯罪、そしてそれらが地域社会に及ぼす影響の収斂の一例を示す。  

本章で分析した 4 カ国が対象とするアマゾン川流域では、豊富な天然資源に加え、国家の

存在感が乏しく、腐敗が根強く、インフォーマル、不平等、失業に関連する構造的要因が一

因となって、薬物の栽培や不正取引、環境に影響を与える犯罪が急増している。薬物取引は、

土地収奪、木材不正取引、違法採掘、野生生物の不正取引とともに、組織犯罪グループが関

与する複数の犯罪活動の 1 つにすぎない。これらの組織犯罪ネットワークは、森林伐採を

悪化させるだけでなく、汚職、税金犯罪、金融犯罪から、殺人、暴行、性的暴力、労働者や

未成年者の搾取、先住民族を含む環境を守る人々の犠牲に至るまで、収斂する犯罪を加速さ
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せている。  

しかし、アマゾン川流域の環境に影響を与える違法行為は、必ずしも組織犯罪集団と直接

結びついているわけではない。多くの場合は、違法伐採や採掘は、選挙で選ばれた公務員や

上級官僚によるライセンスや許可証の不正な授与 10、買い手と売り手による木材や金の原産

地の偽造、または適切な書類なしに公有地を占有し、財産を売却することに関連するそれほ

ど深刻ではない犯罪の結果である 9、11。それにもかかわらず、アマゾン盆地では、組織犯罪

と市場主導型犯罪の両方が増加しており、地球規模の気候と生物多様性への取り組みに危

険な影響を及ぼしている。その理由の 1 つは、特にコロンビアのカケタ、グアビアレ、メ

タ、プトゥマヨ、ビチャダといったアマゾンの県で、コカインの生産と不正取引が急増して

いることにある 12。ただ、アマゾン川流域でのコカ栽培のほとんどは、コロンビアではなく

ペルーで行われている。急増のもう１つの理由は、従来は薬物の生産と不正取引に重点を置

いていた組織犯罪グループが、環境に影響を与える犯罪に関連する収益性の高い活動に多

様化していることである。 

ブラジル、コロンビア、ペルー、そしてボリビアで薬物不正取引に関与する組織犯罪集団

は、違法および合法的なサプライチェーンを活用して活動を拡大している。例えば、薬物不

正取引人が保護区を含む地域全体で違法な金採掘事業に資金を提供し、後方支援を提供し

13、野生生物(植物、昆虫、動物を含む)の違法伐採や不正取引に拡大しているという証拠が

増えている。木材や鉱物を合法的に輸送する船舶にも、海外市場向けの貨物としてコカイン

が隠されているケースが日常的にある 14、15、16、17。この種の違法行為は、贈収賄、恐喝、詐

欺、マネーロンダリングから殺人、暴力的暴行、性的暴力、強制労働に至るまで、収斂犯罪

を伴うことが往々にある 18。これらの犯罪の影響を最も直接的に受けているのは、先住民族

やアフリカ系の人々を含む、アマゾンで最も貧しく、最も脆弱なコミュニティである。  
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アマゾン盆地の広い地域では、複数の形態の犯罪が収斂しており、公共の安全と持続可能

な開発に深刻な影響を及ぼしている。具体的には、コカや大麻の栽培から不正取引や所持ま

で、薬物関連の犯罪は多岐にわたっている。また、土地収奪、違法伐採、違法採掘、農業や

家畜の飼育に関する違法行為など、環境に影響を与える犯罪も多岐にわたる。収斂犯罪とは、

汚職、マネーロンダリング、詐欺、恐喝、暴力、その他の形態の被害など、薬物関連の犯罪

や環境に影響を与える犯罪と結びつき、重複し、それを可能にし、共存する犯罪活動を指す。  

汚職は、アマゾン川流域の薬物関連犯罪と環境に影響を与える犯罪の両方の拡大を促進し

ている。オープンソースや法執行官、検察官、税関職員、非政府組織(NGO)へのインタビ

ューによると、アマゾン川流域の保護と保護を任務とする政府機関とそこに在籍する者 (高

レベルの意思決定者から警察、国境警備官、許可・許認可当局まで)は、贈収賄、職権濫用、

圧力影響下の取引などのさまざまな形態の汚職に日常的に曝されている 19。 薬物、金、大

豆、牛、パーム油、木材、野生生物などの商品が国境を越える方法は数多くあり、その手口

は、不正な許可証、免許証、関連文書の使用、公務員の共謀、合法的な企業が関与する手の

込んだマネーロンダリング計画によって増悪している 21、22、23、24、25。  

薬物関連犯罪が環境に影響を与える犯罪や収斂犯罪とどのように相互作用するかを追跡

し、社会に与えるより広範な影響について予備的な概念的枠組みを構築することは、リスク

を診断し、防止戦略を策定するためのロードマップを提供する。この概念枠組みではいくつ

かの特徴が際立っている。第一に、生産、加工、薬物不正取引買のプロセスは、薬物の栽培

と加工のための選択的な違法森林伐採と森林劣化から、樹木の燃焼や前駆体化学物質の使

用による環境汚染、さらには「薬物による森林破壊」に関連する金融犯罪や土地取得犯罪ま

で、環境に直接的および間接的に影響を与える可能性がある 26。第二に、薬物不正取引グル

ープは、工業化した農業目的のための不法な土地占拠、違法伐採、違法採掘、密猟、不法利

益の創出およびローンダリングの手段としての野生生物の密輸など、環境に影響を及ぼす

犯罪に多角化している。第三に、薬物不正取引は法の支配を弱体化させ、環境に影響を与え

る犯罪に関与する幅広い個人や関係者の関与を助長し、奨励する犯罪経済を増幅させる。  
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アマゾン川流域における薬物と森林伐採  

アマゾン盆地における薬物生産と不正取引に関する懸念は、少なくとも 40 年前にさかの

ぼる 27,28,29,30,31。1990 年代以降、各国政府はコカの生産、コカペースト、コカインの密輸を

熱帯雨林の破壊と明確に結びつけて考え始めた。しかし、アマゾン盆地のコカ生産と森林伐

採・劣化との関係は明確ではない。実際、森林伐採のはるかに大きな推進力になっているの

は、作物と家畜の生産である。それにもかかわらず、初期の研究では、コカ栽培の拡大と必

然的な森林被覆の減少との直接的な関係を強調する傾向があり 32,33,34、また、マクロ社会経

済的および人口統計学的分析は、主として関連する経済発展の結果として、コカ栽培が森林

損失の間接的な要因として作用したと指摘していた 35。 

 

違法なコカ栽培が森林伐採に及ぼす直接的な影響は限定的である  

コカ栽培とある程度の森林伐採や環境悪化との間には明らかに関係はみられるが、直接的

な影響の規模は限定的である 36, 37。逆もまた真なりで、違法なコカ栽培に伴う伐採がより頻

繁に行われているにもかかわらず、違法なコカ栽培のある地域は、コカ栽培を行わない地域

よりも森林伐採が少なく、森林伐採のクラスターも小さい 38。最近の科学的研究は、2010 年

から 2020 年の間に、違法なコカ栽培が森林伐採に及ぼす影響は国によって異なり、森林損

失の程度はしばしばその地域に非常に特異的なものであることを示唆している 39。 

アマゾン盆地地域では薬物市場が拡大しているが、コカ栽培自体が大規模な森林伐採と明

確に相関しているわけではない 40, 41, 42, 43, 44, 45, 46。ただ、例外はあり、例えば、ベネズエラ共
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和国との国境に近いコロンビアでのコカ生産では、2016 年以降、コカ栽培地にするため農

民に森林伐採を強制的に要求するなどが行われ、森林破壊を促進する主要な要因として報

告されている。それにもかかわらず、コカ葉の実際の生産とコカインへの加工は、全体とし

て、森林伐採と劣化に対する直接的な影響は比較的限定的であるように思われる。しかし、

薬物経済がもたらす間接的な影響は明らかである。調査によると、農業前線の拡大、牛の放

牧、鉱業、道路、都市およびエネルギー開発計画、薬物経済によって引き起こされる強制退

去と移住は、森林破壊に寄与する潜在的に強い共変量である 48。 

薬物の栽培と加工は環境に影響を与える。例えば、アセトンや硫酸、ガソリンなどの有毒

な前駆体化学物質の使用と拡散は、地下水や土壌を汚染する可能性がある 49。1 キログラム

のコカインを生産するには 300 リットル以上のガソリンが必要であり、水質汚染から土壌

劣化まで、動物と人間の健康の両方に影響を及ぼす。また、コカ農家は(違法に調達された)

化学肥料や除草剤を頻繁に使用しており、これらは河川に浸出し、地域の生息地や生態系を

破壊している 50。アマゾン盆地における薬物生産プロセスの広範な悪影響は、まだ十分に研

究されておらず、さらなる調査が必要である。  

強制的な根絶は、違法な栽培を新しい地域に押しやる可能性があるため、森林伐採や環境

悪化の引き金にもなり得る。しかし、エビデンスはコロンビアでしか得られておらず、2013

年の評価では、根絶と転作栽培の間に正の相関関係があることが示唆されたが 51、2019 年

のより最近の研究では、新しいコカ栽培への影響は存在しなかったり (手動による根絶の場

合)、または近隣地域での新規コカ栽培の減少につながったりする(空中散布の場合)ことが

示されている 52。さらに、空中散布がコカ栽培コミュニティに健康への悪影響をもたらす可

能性があることを示す研究もあるが、他の研究では、除草剤（Glyphosate）、散布混合物、

散布の精度の環境への影響の大きさと範囲について、それほど決定的な結果は得られてい

ない。強制的な根絶は、人口移動や自発的移住の一因にもなり、都市化や森林伐採や劣化の

増大を通じて、森林地域に新たな圧力をかける可能性はある 56、57。  
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違法なコカ経済の森林伐採に及ぼす間接的な影響はより重要である  

薬物市場と森林伐採の間接的な関係を示す証拠が増えている。具体的には、薬物不正取引

とそれに関連するマネーロンダリングが、森林被覆の喪失と関連している。「薬物森林伐採」

と呼ばれるこれらの活動には、薬物不正取引の収益を合法および違法な土地取得、森林伐採、

牛の牧草地の造成、大豆やヤシのプランテーションなどの他の農業活動に再投資すること

が含まれる 59。農業活動への利益のリサイクルと並行して、滑走路から不規則な道路に至る

まで、森林と生物多様性の完全性に影響を与える付随するインフラへの資金提供がある。こ

のような現象は、グアテマラ、ホンジュラス、ニカラグアなど、中米全域で記録されており

60、61、地域当局は、アマゾン川流域での同様の犯罪に対する捜査の開始進めている。62、63  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬物不正取引組織は他の犯罪を通じて森林破壊に関与し環境に影響を与えている  

薬物不正取引組織やその他の犯罪集団が、牛の放牧、選択的伐採、金採掘、不動産、野生生

物の不正取引へと拡大し、多様化しており、直接的・間接的に環境へ多くの悪影響をもたら

している。64, 65, 66, 67, 68 例えば、法執行官、社会科学者、ジャーナリスト、環境活動家は、ア

マゾン川流域諸国において薬物組織や犯罪集団が違法伐採活動を支援するための土地を違

法に購入している事例を探知している 69, 70。また、あるケースでは、ブラジルのパラ州に大

麻プランテーションを設立するための土地開墾が行われていた 71,72。後者の活動の規模は相

当大きなものである。 
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連邦警察と州警察は、2015 年から 2020 年の間に法定アマゾン（ブラジルのアマゾン盆地

の 9 州）で 200 万本以上のマリファナを押収し、その半分以上がパラ州で押収したと報告

している 73。2020 年 8 月の「ダムド・ハーベスト作戦」という 1 回の介入で、パラ州で 200

トン(40 万本以上の植物)の大麻が摘発された。74 名 

コカや大麻のプランテーションは、水資源に負担をかける(代替作物の 2 倍の水を使用す

る)だけでなく 75、76、それらの設立と維持は、しばしば広範囲にわたる負の社会的影響を生

み出す。薬物不正取引人によって土地が押収され、購入され、開墾され、耕作されると、特

にコカや大麻の栽培が先住民族の土地やその近くで行われる場合、土地や財産権をめぐる

地域の緊張を引き起こし、悪化させる可能性がある。薬物不正取引グループと伝統的なコミ

ュニティの間で、暗殺、暗殺未遂、殺害の脅迫、暴力的および非暴力的な抗議行動の増加な

ど、紛争が激化しているというメディアや非政府報道が頻繁に行われている 77, 78, 79, 80, 81。ア

マゾン川流域では、地元住民と薬物不正取引人との間の暴力的な紛争が日常的に報告され

ており、その多くは土地投機や不法占拠をめぐる苦情の結果である 82、83。   
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薬物は木材製品とともに不正取引されている  

アマゾン盆地の当局は、薬物不正取引グループが熱帯林を焼き払って伐採するだけでなく、

木材を不正取引し、海運や貿易ルートを違法に利用しているという事実を特に懸念してい

る。これらの課題はブラジルとペルーでよく知られており、薬物不正取引人は長い木材不正

取引ルートを悪用し、太平洋または大西洋の港を経由して世界市場へ合法および違法な木

材を輸出する際に偽装して薬物を輸送してきた 84、85、86、87。コロンビアでは、薬物不正取引

人は、船体に薬物を隠し、ブラジルやベネズエラ(ボリバル共和国)、ガイアナ、スリナムな

どの港からの薬物輸送を木材会社や密輸業者に下請けさせている 88。 

ブラジルの連邦警察は、海外市場、特に西ヨーロッパ向けの木材の積荷に隠された薬物の

事例が急増していることを確認している。ブラジルでは、2017 年から 2021 年の間だけで

も、推定 16 件の大規模なコカインの押収が木材の出荷に隠されていた。例えば、ベルギー、

フランス、ドイツ、イタリア、ポルトガル、スロベニア、スペインに出荷される予定の大型

木材貨物から約 9 トンの薬物が押収された。薬物の押収は、ベレン近郊のヴィラ・ド・コン

デなどのアマゾンの港だけでなく、アマゾンから遠く離れた港、特にナタール(リオグラン

デ・ド・ノルテ州)、ペセム(セアラ州)、サルバドール(バイーア州)、スアペ(ペルナンブコ

州)などの北東部の港、およびパラナグア(パラナ州)、イタジャイ、ナベガンテスとサン・

フランシスコ・ド・スル(すべてサンタ・カタリーナ州)とサントス(サンパウロ州)などの南

部および南東部の港で行われた。密輸品は、丸太、梁、パレット、ラミネートの出荷に隠さ

れていることがよくある 91、92。  
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アマゾン盆地での違法な金採掘  

アマゾン盆地で生産される金のかなりの部分が違法なもの a、b であり、新型コロナ 

(COVID-19)のパンデミック時の価格高騰は、ゴールドラッシュを引き起こした。ブラジル

では、何万人もの違法な鉱山労働者が何百もの違法な金採掘事業で活動しており、国の金の

約半分は違法に調達されたと考えられている。調査によると、2017 年には、法定アマゾン

を構成する 9 つの州で、活動および非活動の 320 以上の違法鉱山が確認されている e、f。メ

ディアの報道によると、プリメイロ・コマンド・ダ・キャピタル(PCC)などの麻薬不正取引

グループは、複数の違法な採掘作業に潜入し、「保護（みかじめ・用心棒）」を提供し、「税

金」を強要し、ピットと浚渫機械を支配している g、h。  

違法な金採掘は、他のアマゾン盆地諸国でも広まっている。コロンビアでは、ほとんどの

違法で乱暴な金採掘はアマゾン盆地の外で行われている。金の違法採掘を報告した 101 の

自治体のうち 70 は、コカ栽培を登録したとされる I、J。コロンビアのアマゾンでは、機械を

使用した違法で乱暴な金採掘は、浚渫船による河川の浸食よりも頻度が低いため、包括的に

監視されていない。金の搾取の証拠が監視されているのは 10 の川のみで、そのうち 9 つの

川は浚渫の影響を受けた K。金はボリビアの最大の輸出品であり、水銀の使用（アマルガム

法による金抽出に用いる）は、アマゾン盆地の国立公園や保護区を横断する「ゴールデンル

ート」沿いを含め、環境に悪影響を及ぼしている m,n。ペルーでは、金の採掘は、薬物不正

取引人が収益を洗浄しようとする多くの産業の 1 つであり o、ペルーの銀行、保険、私的年

金基金を監督した取締り官は、薬物不正取引人がマドレ・デ・ディオスとプーノの拠点で、

浚渫船、掘削機械、その他の重機を含む金の採掘に資金を提供していると強く述べている p。  

ブラジルの薬物不正取引グループは、国境を越えて金採掘への関心を拡大している。例え

ば、2019 年以降、コマンド・ヴェルメーリョ(CV)はペルーのマドレ・デ・ディオスに事業

を拡大したと報じられている p。メディアによると、新たに結成されたグループ「ロス・マ

ルディトス・デル・コマンド・ベルメーリョ」は、バジェ・デ・ロス・リオス・アプリマッ

ク、エネ・イ・マンタロ(VRAEM)、プーノ・クを通る薬物不正取引ルートも支配している

q。ペルーは 2019 年にラ・パンパの悪名高い場所を含め、VRAEM での反採掘活動を強化し

たが、2020 年と 2021 年にはパリアマヌ川での活動が増加した r。現地当局は、水銀中毒の

増加と武装強盗の急増を指摘している。一方、Fuerzas Armadas Revolucionarias de 

Colombia(元 FARC)の元メンバーは、コロンビアとベネズエラの国境の両側で金採掘事業

を運営している s。 
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森林伐採を超えて:薬物関連者、環境に影響を与える犯罪、収斂犯罪 

 薬物不正取引組織は、森林伐採にとどまらず、環境に影響を与える様々な犯罪発生に重要

な役割を担っている。南米最大の薬物不正取引組織のいくつかは、伐採、鉱業、農業、牛の

経営、保護サービス（用心棒・みかじめ）の提供、地元の労働者やコミュニティの恐喝、密

輸品やマネーロンダリングの収益を移動するための物流能力と密輸ルートの活用に関与し

ている。これらの活動は、政治家や法執行機関、港湾職員への賄賂から、性的搾取を目的と

した暴力や人身売買に至るまで、多くの集約的犯罪を伴うことがよくみられる。また、薬物

関連の犯罪と環境に影響を与える犯罪の両方に関与するグループは、マネーロンダリング

やその他の形態の詐欺や脱税を進めるために、定期的にペーパーカンパニーを設立してい

る 93、94。  

薬物不正取引組織は、土地収奪、違法伐採、貴金属や鉱物の不正取引 95、違法採掘、野生

生物の不正取引など、新たなビジネス分野に多角化している。違法な木材製品から金などの

重要鉱物や貴金属、コルタン（希少金属タンタルを含む）、コランダム（酸化アルミニウム

結晶；ダイヤモンドに次ぐ硬度）、グラファイト、マンガン、ミクロシリカ、タングステン

など、さまざまな原材料を取引するために、海外市場に薬物を密輸出荷するための技術力と

ネットワークを活用している。また、組織犯罪集団は、アマゾン川流域内外の農業、牧場、

中小企業など、表向きは合法的なビジネスに違法な収益を送金している。 

 

三国境地域における犯罪収斂の例  

アマゾン盆地には、薬物関連犯罪、環境に影響を与える犯罪、収斂犯罪が集中している広

大なフロンティア地域がいくつかあり、脆弱な法執行機関、犯罪者の豊富なエコシステム、

有意義な経済的選択肢の不足などからの犯罪組織にとっての利点がある。国境地帯は、コカ

の生産、違法伐採、金の採掘のために原生林が伐採され、汚職、金融犯罪、致死的・非致死

的暴力を増幅させるホットスポットであることが多い。注目すべきハイリスク地域は、ブラ

ジル、コロンビア、ペルーの国境、特にカケタ川、プトゥマヨ川、アマゾン川などの主要河

川が合流する場所で、木材、金、薬物の密輸を増悪させている。また、ブラジル北部、コロ

ンビア、ベネズエラ（ボリバル共和国）との国境を越え、ククイからパカライマまで全長

4,000km に及ぶハイリスク地帯もある。  

コカの栽培と加工は、法執行官の立ち会いが限られているアマゾンのいくつかの国境地帯
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で増大している 96, 97, 98。その一例は、ペルーのロレトにあるバホ・アマゾナス地方で、コカ

の生産量は 2015 年の 370 ヘクタールから 2021 年には 6,470 ヘクタール以上に急増した 99。 

ペルーのプトゥマヨ県とマリスカル・ラモン・カスティーリャ県での手入れにより、大量の

ガソリン、セメント、ケイ酸カルシウムが産出され、コカが栽培され、加工されていること

がわかった 100, 101。ペルーの主要な組織犯罪グループはあまり知られていないが、クラン・

チュキズタと名乗るグループがコロンビア国境付近で活動していると伝えられている 102。

地方当局は、この地域の不正取引買業者が独立した犯罪請負業者として活動し、コロンビア

とブラジルの犯罪グループにサービスを提供している可能性があると考えている 103。 

三国境地域は、長年にわたって、あらゆる種類の非公式で違法な商品の通過回廊である。

例えば、2000 年代初頭には、FARC がブラジルの上層部の不正取引人に毎月 20 トンものコ

カインを輸出していたとメディアが報じた 104。環境に影響を与える犯罪に関与する主要な

薬物不正取引グループは、ブラジルとコロンビアの出身である。コロンビアで最もよく知ら

れているのは、元 FARC と Ejército de Liberación Nacional(ELN)、および FARC の離脱派

閥である Los Comandos de la Frontera である 105。一方、ブラジルの PCC と CV は、コロ

ンビア、ペルー、ベネズエラ（ボリバル共和国)に長年の足場を築いている。106、107  

国境地帯での犯罪活動の蔓延は、多くの治安と健康上のリスクを生み出すと同時に、地域

住民を犯罪組織に巻き込んでいる。貧困層、特に安定した職に就かず、正規の教育を受けて

いない若い男性は、犯罪集団による勧誘に屈したり、コカの栽培、違法な木材の販売、金の

浚渫船での作業に頼ったりし、しばしば犯罪組織と共謀している。男性、女性、若者は、他

に選択肢がほとんどなく、探鉱者、伐採者、料理人、運転手、場合によっては強制的な性的

労働として、犯罪の渦に巻き込まれることがよくみられる。犯罪に関与しているかどうかに

かかわらず、住民は、食料や水源を含む地域の生態系を汚染する採掘作業からの有毒な残留

物に日常的にさらされている 108、109、110。  

三国境地帯の薬物派閥が関与する環境に影響を与える犯罪の最も一般的な形態の中には、

金に限ったものでなく、他の貴金属の違法採掘もある 111。法執行措置が限られているため、

コロンビアのタラパカ(ブラジルとペルーとの三国国境)などの国境地帯では、非公式の採掘

活動と関連ビジネスが急増しており、その多くは犯罪グループによって「課税」されている。

薬物の派閥や違法な採掘活動は、金を洗浄するために不正な領収書を使用して犯罪ブロー

カーと頻繁に協力している。これらの活動は、COVID-19 のパンデミック中に、地域全体

で軍隊、警察、環境パトロールが大幅に減少したため、激化したと報告されている 112。 

ブラジル、コロンビア、ペルーの三国国境地帯で環境に影響を与えるもう一つの一般的な

犯罪形態は、違法伐採である。例えば、ブラジルでの違法伐採は、マットグロッソ州、パラ

州、ロンドニア州などのブラジルの既存地域から、アクレ、ロライマ、アマゾナスなどのよ

り遠隔地に拡大している 113。豊富な森林、安価な土地、限られた管理の組み合わせが、違

法な森林伐採の爆発的な増加を引き起こした。ペルーでの木材伐採は、価値の高い広葉樹種

も対象としている。木は伐採され、板材に変えられ、輸出禁止にもかかわらず、急速に国内
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で販売され、輸出される。国境地帯は、違法に調達された木材の隠蔽を可能にする役割を果

たしている。例えば、ブラジルとコロンビアの国境に近いペルーのヤバリ川沿いのアイラン

ディア村は、木材の密輸と加工の主要な拠点となっている 114。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティと先住民族への影響  

健康、暴力、環境への影響  

アマゾン盆地の治安が行き届いておらず、国家の存在感とそれに伴う社会サービスが制限

されている地域では、薬物の生産、不正取引、消費が、特に脆弱なコミュニティと環境に不

釣り合いに大きな影響を与えている 115, 116, 117。その理由の 1 つは、薬物の生産者や不正取引

人が環境への影響を最小限にとどめるための制約が少ないことである。もう１つの要因は、

南米の他の貧困にあえぐ都市部や農村部と同様、薬物を使用者は、薬物の予防と治療サービ

スを受けるための選択肢が少ないことが多いことである。治安部隊による取り締まりのリ

スクを軽減するために、薬物グループはしばしば生産と不正取引をより孤立した保護地域

に限定しているので、これらの環境への影響の多くが公衆の監視から隠されている。例えば、

コロンビアでは、2020 年にコカの違法栽培のほぼ半分が特別保護地域で行われており 118、

ブラジルでは、合法的なアマゾンの数十の川や支流でコカインの不正取引が行われている
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など、ただでさえ脆弱な警察の存在を簡単に回避している。  

アマゾン盆地の多くの自治体では、犯罪暴力の発生率が全国平均よりも高い。これは、薬

物(そしてますます増えている他の商品)の生産、流通、小売のさまざまな側面の支配権をめ

ぐって競合するライバルの犯罪派閥間の激しい競争に一部起因している。例えば、2021 年、

ブラジルの法的アマゾンの自治体は、国内で最も高い殺人率を記録し、全国平均の 23.9 件

に対し、地域平均は 10 万人あたり 29.6 件であった 119。  アマゾンの 9 つの合法的な州の

うち 7 つがあるブラジル北部の殺人率は、ブラジル南部の大部分が殺人率の大幅な低下を

記録した 1980 年から 2019 年の間、逆に 260%増加した。森林伐採のレベルが比較的高い

と報告した自治体では、土地や財産をめぐる暴力や紛争も平均を上回った 120。 

 

 
 

 

 

先住民コミュニティへの影響  

組織犯罪グループは、国立公園や州立公園、自然保護区、先住民族の領土への侵入をます

ます増やしている。地域住民への影響は、財産紛争から、違法な薬物取引への定期的な協力

や雇用にまで及ぶ。また、その影響は非常にひどいものになる可能性がある。例えば、ブラ

ジルでは、2009 年から 2019 年の間に先住民族の殺人暴力発生率が 20%以上増加した 121。

先住民族はまた、特に土地収奪者、違法伐採者、ガリンペイロ(山猫の金鉱夫)によってみか

じめされた土地の搾取の急速な増加を経験した。ブラジルでは、先住民族の土地での採掘が

2011 年から 2021 年の間に 625%拡大し、特に 2019 年以降大きく増加している。金の採掘

と水銀の多用によって引き起こされた森林伐採と環境悪化は、先住民族の領土に悲惨な影
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響を与えた 124, 125, 126。違法採掘は、地域社会における疾病や栄養失調の壊滅的な発生をさら

にひどくしている 127、128。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犯罪グループ PCC のメンバーは、世界最大の先住民族の領土であり、約 30,000 人の先住

民族が住むブラジルのヤノマミでの採掘作業をますます増大している 129, 130, 131。薬物不正

取引や性的搾取もますます一般的になっており 132、PCC はその首謀者と見なされている 133, 

134, 135。PCC は、保護の提供（用心棒、みかじめ）、金の採掘への資金提供、薬物の利益を洗

浄するための鉱山の使用にも関与していると疑われている 136。ウラリオセラ川は、ヤノマ

ミ族の土地を通る重要な回廊であり、違法な採掘を助長する重要な回廊であり、組織犯罪集

団は鉱山労働者、商店主、地域住民に違法に「課税」している。  

ヤノマミ族とその周辺での違法な金採掘の拡大は、地域社会の健康に壊滅的な影響を及ぼ

している。2022 年の調査では、ムクジャイ川とウラリオコエラ川で採取された魚の半数が

危険なレベルの水銀を記録し、地域住民の健康に対する懸念が高まっていることが判明し

た 137。さらに、何万人もの鉱山労働者がこの地域に押し寄せたため、ヤノマミ族の広大な

土地で森林破壊が加速し、森林破壊は 2018 年の約 1,200 ヘクタールから 2021 年には 3,300

ヘクタールへとほぼ倍増し、そのほとんどが違法採掘に関連するものである。連邦警察は

2023 年初頭から作戦を主導し、推定 25,000 人の違法鉱山労働者を排除した 138。 

ブラジルの先住民族の土地での違法採掘は、2010 年から 2020 年の間に約 500%増加した

と推定されている。例えば、ヤノマミ族とムンドゥルク族のコミュニティでは、人口の 50%

から 90%が、近隣の採掘活動で水銀を使用した結果、水銀中毒に苦しんでいる。一方、ペ
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ルーでは、犯罪集団が木材や金の採掘の拡大させていることと並行して、先住民族との紛争

にも関与しており、危険な高いレベルの水銀中毒も記録されている 141、142。コロンビアでは、

武装集団がアマゾン地域の先住民族やコミュニティの指導者を日常的に標的にしているこ

とがメディアの報道や調査研究で記録されている 143。 ブラジルのアマゾナス州のヴァレ・

ド・ジャバリでの暴力に関する最近の調査では、犯罪集団の手は、野生生物の不正取引や違

法漁業にも及んでいる 144, 145。 この地域の警察によると、薬物不正取引グループは、違法な

経済間で価値を移転するために、野生生物や商品の物々交換も行っている。 
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環境への影響:コカインの製造に伴って発生する廃棄物  

コカインの製造は、基本的にコカの葉に含まれるアルカロイドを抽出し、アルカロイドを

精製して人体への吸収を良くする分子に変えるプロセスで構成されている。溶媒抽出法に

よるコカイン製造プロセスでは、化学廃棄物が発生する。実際、コカの栽培者は、他のどの

作物よりも多くの農薬をコカの栽培に使用している。2020 年、コロンビアでのコカ作物の

違法栽培では約 85 種類の肥料、62 種類の除草剤、100 種類の農薬が使用された a。環境に

影響を及ぼすと懸念される物質には、パラコート、グリホサート、および 2,4-ジクロロフェ

ノキシ酢酸を含む除草剤、メタミドホスおよびモノクロトホスを含む殺虫剤、マンコゼブな

どの殺菌剤が含まれる。  

コカイン生産には大きく分けて抽出、精製、結晶化という 3 つのステップがあるが、これ

らのステップは、異なった地理的地域で実施行うことができる。  

 

抽出 – コカ葉から PBC まで  

抽出段階では、コカの葉に存在するコカインアルカロイドを分離する。具体的には、コカ

葉をガソリン、鉱酸、アルカリ性物質に浸食してコカイン塩基のペーストに変換する。通常、

葉からの抽出物のコカインアルカロイド濃度は 60〜70%である。コカ葉に含まれるコカイ

ンアルカロイドの濃度はわずか 0.2〜0.8%であることを考えると、抽出プロセスに入るコカ

葉の塊の約 99%が最終的に廃棄される。これは、1 キログラムのコカインを生産するのに

700 キログラムのコカの葉が必要であることを示している。  

700 キログラムのコカの葉を処理するには、約 320 リットルのガソリンが必要である。  

ガソリンは、抽出段階でコカ葉から有機物質を分離し、コカインアルカロイドと最終製品

に関与しないその他の有機物質を含む約 260 リットルのガソリンと廃棄物を生成する。こ

のプロセス中に約 60 リットルのガソリンが大気中に蒸発するか、湿った廃棄物に吸収され

て失われる。  

廃棄物は通常、処理されずに栽培地で処分されるが、通常、セメント、石灰、無機肥料、

尿素、ガソリンが残存する切り刻まれた葉で構成されるものである。湿った葉に残ったガソ

リンは急速に蒸発し、無限に大気に希釈される b。一部のコカの栽培者は、廃棄された葉の

塊を再利用して堆肥を作っているが、このような場合は、これらが最終的にコカ作物に追加

され、有機物の量を増やし、土壌の酸性度を下げている。 

次のステップでは、硫酸と水を使用してガソリンからコカインアルカロイドを分離する。

コカインアルカロイドは酸によって溶液中で硫酸コカインとある。ガソリン(アルカロイド

が酸性の水層に移って除かれた)はその後の抽出で再利用されるため、プロセスのこのステ

ップでは廃棄物は発生しない。続いてのステップで、硫酸コカインはアルカリで中和され、

コカイン塩基ペースト(パスタ・バシカ・デ・コカイナまたは PBC)が製造される。抽出段階

の最後に生成される PBC の純度は、通常、50〜65%の濃度幅のものである。PBC には、コ

カインに加えて、タンニン、繊維、その他のアルカロイド不純物などの他の有機化合物が含
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まれており、これらの夾雑物は次の精製段階で除去される。精製段階では、PBC はコカイ

ン塩基に精製される。このステップは、通常、コカの栽培場所の近くの隠された場所、ある

いはその後の結晶化段階で行われる。精製ステップでは、過マンガン酸カリウムを用いて化

学酸化分解して PBC から有機不純物を除去し、酸化水酸化マンガン MnO(OH)、マンガン

酸塩、有機塩類を含む泥状物質（スラッジ）を生成する。大量に処理が行われる一部の密造

所では、このスラッジはメタ重亜硫酸ナトリウムを使用してさらに精製され、純度 80%を

超えるコカイン塩基が作られている。残ったスラッジは、直接環境に廃棄される。  

 

結晶化 – コカイン塩基から塩酸コカインへ  

コカイン塩基を塩酸コカインに変換する結晶化段階は、一般的に孤立した場所、多くの場

合、不正取引人が秘密の密造所を設置して維持することが容易なアクセスが困難な森林地

帯で行われる。結晶化密造所は大量の水を必要とするため、水源に近いことが必須である。

この段階では、コカイン塩基を有機溶媒に溶かし、湯煎を使用して加温化に塩酸を加える。

この段階で、コカイン塩基は塩酸塩となり、塩酸コカインとなる。使用した溶剤は、損失を

最小限に抑えるために慎重にリサイクルされている。この段階での環境に害を及ぼす可能

性のある廃棄物には蒸発性排出物が含まれる。この過程で発生する可能性のある様々な事

故も、環境に影響を与える可能性がある。 

 

a コロンビア政府と UNODC / SIMCI(2021)。被災地におけるコカ栽培収量調査 

(2005-2021 年) 

 

b 「無限希釈」とは、溶質(ガソリン)の濃度がゼロになる状態をいう。この場合、処理は 

オープンエリアで行われるため、ガソリンは空気中に急速に分散し、ガソリンの濃度は 

急速にゼロになる。 
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薬物不正取引ルート  

違法に伐採された広葉樹、違法な金、捕獲された動物などの薬物やその他の密輸品は、陸

路や空路で輸送されることがよくあるが、河川は国内および国境を越えた積み替えの中心

的なルートとなっている。アマゾン盆地の広大な水ネットワークには膨大な量の商業交通

があるため、違法な製品は簡単に隠蔽され、見落とされがちである。もう一つの要因は、公

共港や民間港を含め、船舶や輸送コンテナに対する規制や監視が弱いことである 146。  

押収データとオープンソースの報告によると、コロンビアで生産されたコカインは、太平

洋やカリブ海沿岸の港から直接、あるいはブラジルやベネズエラ(ボリバル共和国)を経由し

てカリブ海や中央アメリカに向かって北上したりして、北米(および程度は低いが西ヨーロ

ッパ)に輸出されるのが一般的である。対照的に、ペルー、およびボリビアの多民族国は、

ブラジルと西欧の国内市場のためのコカインの最も一般的な供給源と考えられている 147。

薬物は、エーカー、アマゾナス、ロンドニア、ロライマ、およびブラジルのマットグロッソ

州を介して送信され、大西洋上の北東部と南東部の州を通ってアフリカ、ヨーロッパ、そし

てその先に出る前に送られることがある。パラグアイはブラジルにとって大麻の主要な供

給源であり、高効力の品種もコロンビアからブラジルに密輸されており、主に地元で消費さ

れている 148。  

 

 

 

 

 



26 

 

アマゾン盆地における薬物押収の分散  

アマゾン盆地で報告されている薬物押収の範囲と規模は、国や年によって大きく異なる。

それでも、過去 10 年間に 4 カ国すべての公式データによると、アマゾン地域における薬物

押収の頻度と量は時間とともに増加していることが示されている。  

例えば、コロンビアでは、アマゾン地域におけるコカインと大麻の押収の傾向は、2010

年から 2022 年までの全国的な押収とほぼ一致しているが、アマゾン地域で発生しているコ

カインと大麻の押収の割合はごくわずかであり、コロンビア全体のコカイン(コカペースト

を含む)の押収の 1〜5%に過ぎず、2010 年から 2022 年の間では大麻の押収の割合はさらに

少ないことに注意しておく必要がある。その理由として考えられるのは、コロンビアのコカ

栽培とコカイン生産はその一部の割合のみがアマゾン盆地の地域にあり、ほとんどの製品

は太平洋、カリブ海、またはブラジルとベネズエラを経由して港から出ていることである。  

同様に、ペルーでも、2015 年から 2021 年の間にアマゾン地域で押収されたコカインの割

合は、全国の押収件数と比較して比較的少なかった。しかし、コロンビアとは異なり、ペル

ーではコカとコカインの栽培と加工のほとんどがアマゾン川流域地域で行われている。コ

カインの押収件数のうち、アマゾンにまたがる地域の件数はごくわずかであった。大麻の押

収に関する地域別のデータが公開されていないため、アマゾン地域の地域別割合を特定す

ることはできない。  

ボリビアでは、2015 年に全国レベルでの大麻の押収がピークに達したが、全国的なコカイ

ンの押収には 2012 年から 2021 年にかけて明確な傾向は見られなかった。ボリビアでは、

2021 年に 20 トンのコカインと 10 トン弱の大麻が押収された。公式の地域ごとのデータが

入手できないため、ボリビアのアマゾン地域での押収割合を決定することはできない。  

ボリビア、コロンビア、ペルーの状況とは対照的に、ブラジルでは、2012 年から 2022 年

の間に押収されたコカインと大麻のかなりの部分が、同国の法定アマゾンを構成する 9 つ

の州で報告されている。法的アマゾンにおけるコカイン押収の全体的なレベルは、2012 年

から 2022 年の間に着実に増加し、2022 年までに 30 トン以上に達した。  

2010 年から 2021 年までの 4 カ国すべてにおけるコカイン(コカ誘導体を含む)の全国的な

押収件数をレビューしたところ、大きなばらつきがあることが明らかになった。一方で、コ

ロンビアからのコカインの押収総数は 2012 年から 2021 年の間に徐々に増加し、2021 年に

は 750 トン以上に達した。 一方、ペルーからのコカイン押収は、2012 年から 2013 年にか

けて 32 トン強から約 24 トンに減少し、2021 年には約 47 トンに再び増加した。ブラジル

からの押収量も増減しているが、2012 年の 20 トンから 2019 年以降は 100 トン前後まで着

実に増加している。ボリビアにおけるコカインの押収量は、2012 年の 36 トン超から 2021

年には 20 トン弱へと着実に減少している。  

大麻の押収の地域的な傾向は、2012 年から 2021 年の間の報告ではコカインおよびコカ誘

導体の押収より比較的安定しているようである。例えば、コロンビアにおける大麻の押収量

は、2016 年の最低 193 トンから 2020 年の最高 534 トンまで変動した。ブラジルの押収量
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も同様に、2012 年の最低 111 トンから 2020 年の最高 548 トンの間で変動している。ペル

ーでは、2012 年の 3 トンから 2015 年の 92 トンまで、最も極端な変動が見られた。 
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アマゾン盆地の 4 カ国は世界の薬物密輸と関連性が強い:ブラジル、コロンビア、ペルー、

ボリビアから出発するコカインと大麻の密輸ルートについて 

アマゾン川流域の 4 カ国で生産され、この地域を通過するコカイン(コカイン系薬物を含

む)は、世界市場に出回っている。2010 年から 2021 年の間に UNODC に報告された薬物

不正取引ルートのレビューは、その範囲と規模に関する洞察を提供している。この報告期間

中に、コロンビア、ブラジル、ペルー、ボリビアのアマゾン盆地諸国から出発する合計 900

以上の薬物ルートが報告された。  

2011 年から 2021 年の間、イタリア、ウルグアイ、香港、中国、ポルトガル、ベルギー、

南アフリカ、レバノンなど 65 カ国に及ぶ国々へ、ブラジルを経由し、ブラジルから出国す

るコカイン(コカイン系薬物を含む)が密輸されたと報告されている。 記録されたコカイン

密輸ルートのほぼ半数(44%)は西ヨーロッパまたは東ヨーロッパ向けであり、23%はアジア

またはアフリカ向けであった。一方、大麻系の薬物のほとんどは、ウルグアイやパラグアイ

に向けられていた。  

コロンビア産のコカインは少なくとも 64 カ国に出荷されたと報じられており、エクアド

ル、ベネズエラ、パナマ、イタリア、ベルギー、エルサルバドル、スペイン、メキシコ、米

国などの国が上位にランクインしている。コロンビアから出発したコカインルートの約

52%は南北アメリカ大陸で報告され、35%は西ヨーロッパと東ヨーロッパに向けられたと

報告されている。一方、コロンビアを出発する 54 の大麻ルートは、主にベネズエラ、エク

アドル、パナマに供給されていたと報告されている。コロンビアから報告された大麻ルート

のほとんどすべては、アメリカ大陸の市場に向けられていた。  

ペルーからのコカインは少なくとも 51 カ国に出荷されており、2010 年から 2021 年の間

に報告されたルートの数が最も多かったのは、チリ、エクアドル、ウルグアイ、モンテネグ

ロ、メキシコ、パナマ、スイスであった。ペルーから出発するコカイン密輸ルートのほぼ半

数(47%)は南北アメリカ諸国向けで、35%はヨーロッパ向けであった。比較すると、ペルー

からチリとパナマへのルートに関するものはわずか 11 件であったが、これはペルーからこ

れらの国を通過するコカインの量を過小評価している可能性が高い。ボリビアから出荷さ

れたコカインは、チリ、ウルグアイ、パラグアイ、パナマ、アルゼンチン、イタリア、レバ

ノンなど 31 カ国で報告された。ボリビアから報告されたコカイン密輸ルートの約 60%が南

北アメリカ大陸の国々に達するものであったのに対し、ヨーロッパへは 20%、アジアへは

11%であった。ボリビアとチリの間には、約 13 の大麻密輸ルートが特定されているのに対

し、パナマはわずか 2 ルート、イタリアルートは 1 ルートにとどまっている。ボリビアか

ら報告された大麻の密輸ルートは、事実上すべて南北アメリカ大陸、特に南米の近隣諸国に

限定されていた。  

 

a 加盟国によって報告された経路の中には、特定の状況で発生するものがあり、したがっ

て、薬物不正取引買経路に関する他の情報と必ずしも一致しない場合がある。 
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薬物関連犯罪、環境に影響を与える犯罪、収斂犯罪の構造的助力要因 

インフラ開発は、薬物不正取引や環境に影響を与える犯罪を拡大する機会を提供してきた 

アマゾン川流域における組織犯罪の拡大は、不正取引買業者の嗜好だけの結果ではない。

地域全体の構造的な人口動態の変化とインフラの拡大は、薬物不正取引、環境に影響を与え

る犯罪、収斂犯罪の蔓延に決定的な役割を果たしてきた 149、150 。農業フロンティアを拡大

するための措置が導入された地域、1960 年代と 1970 年代に道路建設、農業、牛、鉱業、都

市開発が予定されていた地域は、その後、森林伐採と劣化のホットスポットとして浮上した。

農業の収穫量を拡大するために設計された同じ回廊は、薬物経済と環境に影響を与える犯

罪の浸透を増加させた 151。実際、政治・行政の腐敗はしばしば違法な作物や家畜、および

それらの加工と輸送の拡大を増加させるための潤滑油として機能した。例えば、連邦、州、

地方自治体の公務員は、国や州の規制を無視し、コカ栽培者を含む地元の牧場主や農民の利

益のために道路建設を承認している。これは、国立公園や州立公園、保護地域や保護単位と

して区切られた地域でさえも起こっている 152, 153。  

道路インフラは、薬物不正取引人が違法な製品を輸送するために使用するだけでなく、ア

マゾン盆地全体の環境に影響を与える犯罪と強く結びついている。最近の研究によると、ア

マゾンの違法な森林伐採の大部分は、公道から約 5km 以内で発生していることが分かって

いる 154。道路による分断の増加は、人間のクリアランスにさらされた森林の領域が土地収

奪、違法伐採、違法採掘、野生生物の不正取引買などのさらなる脅威に対してより脆弱にな

る「エッジ効果」を生み出す可能性がある 156。  破壊的なのは公道だけではなく、合法的

な道路が 1km ごとに、森林の奥深くに突き刺さる違法な道路が推定 3km 存在する。 
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秘密の滑走路が長距離の不正取引買を容易にするインフラを構成している 

違法な滑走路の存在は、アマゾン盆地のもう一つの共通の特徴である 158。秘密の滑走路

と未登録の航空機は、ボリビア(多民族国)、ブラジル 159、コロンビア、ペルーで日常的に探

索され、破壊されている 160、161、162、163。道路の場合と同様に、秘密の滑走路の存在と森林伐

採、違法な採掘、薬物不正取引との間には強固な関係がある 164、165、166。このことは、これ

らが薬物やその他の違法に調達された商品の長距離取引を容易にするための重要なインフ

ラを構成していることを示唆している。滑走路は、農薬を散布したり、作物を調査したりす

る際に農家によって長い間使用されてきた。しかし、ここ数十年の間に、これらの滑走路は、

秘密裏のものを含む採掘作業のための燃料、食料、人員の移動、および国境内および国境を

越えた薬物やその他の密輸品の移動も容易にした 167, 168。  

上空の飛行を追跡し、薬物や木材の不正取引などの犯罪行為を阻止するために、ブラジル

は 1990 年代にアマゾン警戒統合システム(SIVAM)と呼ばれる主要なレーダーコンステレ

ーションを確立した 169 。また、ブラジル、コロンビア、ペルーはリモートセンシング監視

と情報共有を拡大して、違法な滑走路の位置を検知し、小型飛行機を追跡している 170、171 。

アクセス可能な新技術の出現により、非政府組織もまた監視活動を拡大してきている。例え

ば、2023 年の調査では、ブラジルのアマゾンで確認された 2,986 の民間滑走路の約 58%が

公式記録に記載されていないことが判明した。さらに 28%は環境および先住民族保護区に

建設されたとされ、後者のほとんどはヤノマミの土地(75)、ラポサ・セラ・ド・ソル(58)、

カヤポ(26)、ムンドゥルク(21)、シングー国立公園(21)にあるとされている 172,173。  
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水路は不正取引のための重要な自然の回廊となっている 

アマゾン盆地では、道路や滑走路が犯罪市場を可能にする上で重要な役割を担っているが、

この地域の 1,100 以上の河川や支流は、薬物不正取引や環境に影響を与える犯罪を媒介す

るものとして中心的な役割を果たしている。コカインや大麻、希少な広葉樹、違法に採掘さ

れた金、絶滅の危機に瀕している動植物の輸送や輸出など、商品の違法取引のほとんどは水

路や港で行われている。ブラジルには 60,000 キロメートルもの内陸水路があると推定され

ており、そのうち定期的に使用されているのはわずか 13,000 キロメートルであるが、空路

または陸路からの定期的な監視の対象となっているのは極めてわずかしかない 174。川、船

舶、港の豊富さと非常に限られた監視とが相まって、違法な製品は比較的簡単に隠蔽され、

国間で輸送され、世界市場に流されている 175、176, 177, 178。  

あらゆる種類の輸送や商業のために住民が川に経済的に依存していることから、季節がア

マゾン流域での薬物不正取引やその他の違法行為の干満を形作っている。例えば、水位が高

い場合、不正取引人は迷路のような河川網を利用するため、警察や環境当局が彼らの活動を

監視して対応することがより困難になる。雨季は 11 月から 3 月にかけて、1.8〜3 メートル

の降雨量がある。乾季には、薬物不正取引人やその他の密輸業者が貨物の輸送を遅らせ、水

位が上昇するまで近隣諸国の倉庫に製品を保管することがある。  

 



34 

 

犯罪者  

多数の者たちの関与  

薬物関連犯罪、環境に影響を与える犯罪、収斂犯罪のサプライチェーンにまたがり、広が

るかたまりがある。薬物不正取引人、組織犯罪グループ、その他の犯罪者や民兵組織と並ん

で、違法行為を助長し、資金を提供する政治的および経済的支援者が多数いる。また、ブロ

ーカー、フィクサー、配送業者も関与しており、違法な商品が意図した目的地に確実に届く

ようにしている。そして、最前線には、貧しく、生計を立てる機会に恵まれない地元住民が、

自発的に採用されたり、あるいは強制されたりして、不健康で危険な状況で、樹木の伐採、

河川の採掘、絶滅危惧種の密猟などに従事している。  

犯罪市場は、違法な薬物の抽出や処理のためのサービスを提供する企業や個人を含む、公

式経済と非公式経済の両方と深く結びついている。このような者たちには、辺境や森林地帯

で暗躍する犯罪者のために、前駆体化学物質、燃料、食品、ケータリング業者、運転手、パ

イロット、セックスワーカーを調達する商人が含まれる。薬物不正取引と環境に影響を与え

る犯罪には多くの繋がりがあるため、これらの者たちは、河川や港湾、高速道路やでこぼこ

道、公式の滑走路や秘密の滑走路など、共有の輸送ルートやハブを頻繁に利用している。  

ボリビア(多民族国家)、コロンビア、ペルーの伝統的なコカ栽培地域で活動してきた薬物

不正取引組織の一部は、アマゾンの熱帯雨林にコカと大麻の栽培のための新しい区画を開

設した。収益を拡大し、利益を洗浄する手段として、これらのグループは、合法的および違

法な活動の範囲に多様化することがよくある。あるケースなどでは、これらの違法活動が雇

用機会を生み出すため、地域社会によって直接的および間接的に違法活動が活発化した。  

 

薬物不正取引組織のマッピング  

薬物の派閥と犯罪グループのかたまりは、アマゾン盆地全体で共謀し、また競争している。

ブラジルの PCC や CV、FARC の派閥など、この地域で最大かつ最も確立された薬物不正

取引組織の多くは、アマゾン盆地を構成するほとんどの国や地域に影響力を持っている。そ

のうちのいくつかは、南北アメリカとヨーロッパの複数の国にまたがる広大な、国境を越え

た展開をしている 182。強力な薬物派閥は、コロンビアのレティシア、ブラジルのタバティ

ンガ、ペルーのサンタロサデヤバリなどの都市とその周辺を含む、ブラジル、コロンビア、

ペルー境界地域の三重国境地帯で特に活発である。  アマゾン盆地地域は、コカイン生産に

おける中心的な役割と、開発可能な天然資源の豊富さを考えると、この地域はおそらく地球

上で最も組織犯罪集団が集中している地域の一つである。   

ブラジルの支配的な薬物不正取引組織は、近年、法定アマゾンでの存在感を深めている。

CV と PCC は、それぞれリオデジャネイロとサンパウロの拠点から、何人かの首謀者がこ

の地域の連邦刑務所と州刑務所に異動した後、拡大した。時間が経つにつれて、CV と PCC

は、都市、町、アクレ、アマゾナス、マラニョン、マットグロッソ、パラ、ロンドニア、ロ

ライマと Tocantins の州の田舎に広がり、彼らは地元の薬物不正取引組織や犯罪の派閥のか
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なりの数と連携し、コロンビア、ペルー、ベネズエラ(ボリバル共和国)のパートナーと協力

して、国境を越えた事業を拡大している 183。CV のかつての同盟者であるファミリア・ド・

ノルテ(FDN)は、かつてコロンビアやペルーからブラジルのマナウスへの薬物輸送を可能

にしたソリモンエス川ルートを支配していたが、このグループはひどく弱体化している。  

例えば、FARC とその反体派閥は、PCC、CV、FDN などのブラジルのグループと長い間取

引を行ってきた 186, 187。また、ロス・コマンドス・デ・ラ・フロンテーラやカロライナ・ラ

ミレスなどのあまり知られていないコロンビアの薬物不正取引組織も、近隣諸国の犯罪グ

ループと薬物を取引してきた。 しかし、これらの同じ集団は、しばしばルートの支配権を

めぐって激しく競い合う。例えば、ライバルの薬物不正取引組織は、頻繁にカケタ川とプト

ゥマヨ川を上下する動きの支配権を争ってきた 190、191。また、PCC と CV とそのパートナ

ーは、日常的に薬物ルートをめぐって衝突し、暴力の勃発はしばしば刑務所や拘置所で発生

している 192、193、194、195、196。対照的に、ペルーの犯罪グループは、多くの場合、VRAEM 全

体の氏族や家族で構成されている。不正取引買が多発する地域では、歴史的に低かった殺人

や暴力犯罪の全体的なレベルは上昇しているものの、不正取引買事業の継続性を維持する

という観点から、不安定な均衡に達しているようである 197, 198。 
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